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 こちらは、とある、食品卸売会社に勤

務する部長のＡさんです。 

 Ａさんは、とてもまじめで一本気な性

格で、また面倒見が良かったことから、

部下からも慕われていました。 

 

 

 

『わが社も、どんどん、人が増えてきた

から、これからは、ますます、人財育成

に力を入れないとな』 

 

Ａ部長は、優しい性格で、責任感が強

かったため、自分の部下にはなんとして

も会社の仕事を通して成長してもらいた

いと思っていました。 

 

 

 そこで、Ａ部長は、部下の課長クラス

の管理職の社員研修を担当するようにな

りました。 

もともと面倒見の良い性格であったこ

とから、Ａ部長は、自分が経験してきた

ことを、一人でも多くの部下に、熱意を

もって伝えたいと思っていました。 
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そのため、Ａ部長の研修は、毎回、 

２時間以上、Ａ部長が熱弁をふるい続け、

喋り続け、かなりの情報量を部下に伝え

ようとするものでした。 

 

ただ、Ａ部長は、悩んでいました。 

 

『うーん、なんだか、管理職の社員研修、

うまくいってない気がするなぁ。 

毎回、二時間以上、私が、かなり熱弁

をふるって、ハイテンションで、すごい

膨大な量の情報を伝えていると思ってい

るんだけれども、受講者の反応が薄いん

だよなあ。いったい、なんでなんだろう。 

なんとなく、みなさん、頭に入らない

感じがするというか。前回、話したこと

をチェックしてみると、全然、覚えてい

ないんだよなぁ。 

あと、研修の途中で眠ってしまう人も

多いし、いったいどうしたらいいんだろ

うか。今のやり方は、社内の課長クラス

の人財を一斉に集めて、私が登壇して、

喋り続けているんだけど、なにかもっと

良い、研修の方法ってないかな。一時間

とか二時間とか、ひたすら、私がしゃべ

り続けてなんとか、少しでも、多くの経

験をみんなに伝えたいと思うんだけど、

ただ、私がしゃべり続けるだけだと、い

まいち、課長たちの成長が早くならない

ような気がするんだよなぁ』 

 

 そんなある日、Ａ部長は、部長クラス

が集まる管理職研修に参加しました。 

 こちらは、研修講師のＢ先生です。 

 

『みなさん、本日もお集まりくださいま

して、誠にありがとうございます。 

 本日の研修のテーマは』 
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『ラーニングピラミッドです。 

 みなさん、ラーニングピラミッドとい

う言葉を聞いたことがある方は、どれく

らいいらっしゃいますか？ 

 また、ラーニングピラミッドの中身を、

言えるという方、どれくらいいらっしゃ

いますでしょうか？まず、私から、簡単

に解説させていただきますね』 

 

『ラーニングピラミッドというのは、こ

のような図で表されるものです。 

 諸説あるようですが、学習したことが

定着する、しっかりと身につく割合を示

したピラミッド型の図と言われています。 

 この図にあるように、講義を受けただ

けだと５％、読書をすると１０％、視聴

覚、つまり目で見たり音で聞いたりした

ことは２０％、実演・実験を実際に行っ

てみると３０％、グループで討論をする

と５０％、自ら体験すると７５％、誰か

に教えると９０％、などと言われていま

す。 

 つまり、講義を受けただけだと、５％

しか定着しませんが、人に教えるという

ことをすると９０％定着すると言われて

います』 

 

『なるほどー、そうだったのかぁ。たし

かに、言われてみれば、私も、課長クラ

スの研修をはじめて担当することになっ

たときは、何を聞かれても答えられるよ

うに、必死に勉強したから、テキストを

ほぼ覚えちゃったくらいだったから、こ

れは、すごい、納得できる図だなぁ。な

るほどねぇ』 
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『みなさん、そうすると、ただ、講義を

するだけよりも、このピラミッドの下の

ほうの要素をなるべく取り入れることが、

記憶の定着率を高めるということになり

ます。そこで、たとえば、研修の対象者

の方に、教える側に回っていただく機会

を作るとか、たとえば、部下の方を育て

るためのマニュアル作成をする、などの

機会を作っていただくと、研修の効果を

高めることができる、というわけです』 

 

『なるほど、マニュアル作りは良いアイ

デアだ。人に教えるマニュアルを作ると

いうことになれば、受講者のみなさんは

ますますやる気になってくれるだろうし、

受講者のみなさんもますます成長できる

な』 

 

『しかも、マニュアルができれば、後に

入ってきた部下が即戦力になれるかもし

れない。受講者のみなさんも成長でき、

その部下も成長できる。これなら一石二

鳥だ、よし、がんばるぞ！！』 
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＜ディスカッションテーマ・質問項目の

例＞ 

・ご意見、ご感想は？ 

 

・あなたがＡ部長なら、ほかに何をやっ

てみようと思いますか？ 

 

・あなたの職場で活かしてみたいと思っ

たことはありますか？ 

 

 

＜研修活用場面・ねらい＞ 

 座学で情報を得る学習が効果的である

場合もあれば、そうでない場合もありま

す。ゴールに向かって、最適な学習方

法、教育方法を模索し続ける必要があり

ます。 

 

 そこで、受講者の方に、まずはラーニ

ングピラミッドの考え方をご理解いただ

いたうえで、さらに、受講者の方に、そ

れぞれの立場で何をするか、どう活かす

か、等を考えていただき、意見交換して

いただくことによって、 

 

①色々な人の立場になって考えるトレー

ニングになる 

 

②自身の立場を超えて職場での改善のア

イデアが思い浮かぶ可能性がある 

 

③それらを意見交換することで人それぞ

れ色々な考え方があることが理解できる 

 

④意見交換によりコミュニケーションが

増える 

 

⑤職場でお互い様・助け合いの気持ちが

増える、 

 

 

という研修のねらいがあります。 

 

＜ポイント＞ 

 ケーススタディ型の研修は、講師が知

識を教える、指導する情報提供型の研修

ではありませんので、受講者の方が「考

える」時間が大切です。「考える」時間

が受講者の意識や行動の変化・成長、ひ

いては業績向上を促します。逆に、指導

や押し付けをしてしまうと思考停止にな

ってしまうため、受講者の意識・行動の

変化や成長につながらない可能性があ

り、注意が必要です。 

 受講者が自ら考えて、自ら意識や行動

を変化させて成長していただくために、

受講者が「考える」時間、シンキングタ

イムを取っていただければと思います。 

 その際は、「紙に書く」ことで思考を

まとめやすくなり、また思考を表現する

トレーニングにもなりますので、ワーク

シート（プリント・レジュメ）を配布す

ることをオススメします。また、記載さ

れた内容を確認することで研修の「効果

測定」も可能になります。 

 そのうえで、紙に書いた内容を二人一

組やグループで発表し合うことで、他者

の意見・アイデアによってヒントや刺激

を得ることができたり、自分と違う意見

に触れることで人それぞれ色々な意見・

考え方があることを再認識していただい

て、他者への思いやりや配慮を促進し、

コミュニケーション・チームワークの強

化につなげることをオススメします。 

 また、講師の側で全く想定していない

回答が出ることはよくあることであり、

それも貴重な情報といえます。その職場

固有の事情によるものなのか、受講者個
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人の事情によるものなのか、さまざまな

事情があると思われ、それらを確認・検

討する材料になるからです。 

 

＜よくあるご意見・ご感想＞ 

 

・たしかに、ひたすら話を聴き続ける学

習は、あとに残らないことも多いと思っ

た 

 

・ラーニングピラミッドの考え方は面白

いと思った。 

 

・体を動かしたり、ロールプレイングを

したりする研修の方が、面白いし、ため

になると思った。 

 

・いろいろな教育を受けてみたいと思っ

た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜着眼点の提供＞ 

 なお、講師の側から知識の指導をする

ことは想定しておりませんが、ヒント・

着眼点を提供して、さらに受講者の方に

考えていただくことはあります。 

今回のケースでいえば、ヒント・着眼

点としては、以下の項目が挙げられま

す。 

 

①自社の教育について、それぞれ、ラー

ニングピラミッドをどのように活かせる

か考えてみる 

 

②常に改善しつづける 

 

 


